
実例見本 小学校児童指導要録
様式2（指導に関する記録②）  の記入例と注意事項

この面について、これまでの様式との
大きな違いはありません。新型コロナ
ウイルス感染症関連で、二つの学年で
指導内容を合わせて実施することにし
たり、次の学年において指導すること
としたりした場合の記述については、
教育委員会からの通知などを確認し
て記入してください。
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※備考
△△「備考」には、「出席停止・忌引等
　 の日数」に関する特記事項、「欠
席日数」や遅刻・早退の主な理由
を記入する。次に主な理由の例を
取り上げる。
　①出席停止・忌引の例
　• インフルエンザによる学級閉鎖
３日

　•父親死亡による忌引５日
　• インフルエンザによる出席停止
2日

　• 市教育委員会主催姉妹都市訪問
に子供代表団員として参加した
日数２日

　②欠席理由の例
　•病欠５日（中耳炎による通院）
　• 病欠７日（右下肢骨折のため入
院）

　• 事故欠２日（父親転勤で見送り
のため）

　③遅刻・早退の例
　•早退６回（歯科通院）
　④前在籍校における出欠状況の例
　• 出席しなければならない日数
90日、欠席日数３日、出席日
数87日

　⑤ 学校外の施設で相談・指導を受
けた例

　• ○○市立◇◇小学校ことば・き
こえの教室に週１時間通い、５
月から10月まで発音に関する
指導を受けた。

　• ○○市教育委員会適応指導教室
へ通所15日

出欠の記録
※授業日数
△△授業を実施した年間の総日数を記入する。
△△学校の全部又は学年の全部が臨時に休業を行った日数は、授業日数には含めない。授業日数は、原則として同一学年のすべての児童は、同日数である。
※出席停止・忌引等の日数
△△次のような事態がある場合、この欄にその日数を記入する。
　①学校教育法第35条及び学校保健安全法第19 条による出席停止並びに感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律による入院の場合を記入する。
　②学校保健安全法第20 条により、臨時に学校の中の一部で休業を行った場合の日数。学校又は学年全体が休業する場合は、授業日数から減ずる。
　③忌引日数については、学校ごとに定めることになっているが、教育委員会と連携して規定しておくことが望ましい。
　　( 例 )父母７日、祖父母・兄弟姉妹３日、伯叔父母１日
　④非常災害等、児童もしくは保護者の責任に帰することができない事由で欠席した場合。
　　( 例 )・感染症予防法による交通遮断又は隔離の場合。
　　 　   ・風水震火災その他の非常災害による交通遮断の場合。
　　 　   ・風水震火災その他の天災地変による児童の現住居の滅失又は破壊の場合。
　　 　   ・その他交通機関の事故等の不可抗力による場合。
　　 　   ・感染症の流行で、その予防上、保護者が児童を出席させなかった場合。
　⑤その他、教育上、特に必要な場合で、校長が出席しなくてもよいと認めた場合。
※出席しなければならない日数
△△「出席しなければならない日数」は、「授業日数」から「出席停止・忌引等の日数」を差し引いた日数を記入する。
※欠席日数
△△「欠席日数」は、「出席しなければならない日数」のうち、病気又はその他の事故で、児童が欠席した日数の合計を記入する。
※出席日数
△△「出席日数」は、「出席しなければならない日数」から「欠席日数」を差し引いた日数を記入する。
△△学校の教育活動の一環として、児童が運動や文化などにかかわる行事等に参加した場合には、出席扱いとすることができる。
△△不登校の児童が教育支援センター等、学校外の施設において相談・指導を受け、適切であると校長が認める場合には、出席扱いとすることができる。その際、出
席簿においては欠席扱いとするが、表記のしかたは教育委員会の指示を受ける。

△△非常時に臨時休業又は出席停止等によりやむを得ず学校に登校できない児童生徒については、従前から指導要録上の出欠の扱いにおいて、登校できなかった日数
は「欠席日数」としては記録しないこととされているため留意すること。
　その上で、非常時に臨時休業又は出席停止等によりやむを得ず学校に登校できない児童生徒について、オンラインを活用した学習の指導（オンラインを活用した特
例の授業）を実施したと校長が認める場合には、指導要録の「指導に関する記録」の別記として、特例の授業等の記録について学年ごとに作成すること。

△△児童の成長の状況を総
合的に捉え、今後の指
導に役立てるという視
点で主に次の５つの事
項について記入する。
①各教科や特別の教科
道徳、外国語活動、
総合的な学習の時間
に関する所見
②特別活動に関する事
実及び所見
③行動に関する所見
④児童の特徴・特技、
学校内外における奉
仕活動、表彰を受け
た行為や活動、知能・
学力等について標準
化された検査の結果
など、指導上参考と
なる諸事項
⑤児童の成長の状況に
かかわる総合的な所
見

△△評価に当たっては、児
童の成長・長所・進歩
の状況を取り上げるこ
とを基本にしつつ、今
後、努力を要する課
題等についても記入し、
その後の指導に役立て
ることも指導要録のね
らいであることに留意
したい。

△△指導上、特に留意する
必要があると認められ
る児童の健康状態、そ
の他、特に指導が必要
であること、通級によ
り特別な指導を受け
ている児童について
は、通級している学校
名、指導を受けている
時数、指導期間、内容
や成果についてもこの
欄を利用する。不登校
対応の適応指導教室へ
の通級についても、施
設名、通級日数等を記
入する。

総合所見及び指導
上参考となる諸事項

行動の記録
△△ この欄には、各教科、特別の教
科 道徳、外国語活動、総合的な
学習の時間、特別活動、その他、
学校生活全体にわたって認められ
る児童の行動についての評価を
記入する。

△△「行動の記録」は、児童の行動に
　 ついて掲げられた項目ごとに、そ
の趣旨に照らして「十分満足でき
る状況」にあると判断される場合
に、欄内に○印を記入する。
△△「行動の記録」に関する顕著な事
　 項があれば、「総合所見及び指導
上参考となる諸事項」の欄に記入
する。
●下部の余白は、特に必要があれば
項目を追加して記入する。

佐藤　太郎

• どの教科の学習にも積極的に取り組み力
を伸ばした。

• 計算力に優れ、繰り上がりのあるたし算
を素早く正確に行うことができた。

• 毎日元気に大きな声であいさつを行うこ
とができた。

• 困っている児童に対して優しい言葉をか
けたり手伝ってあげたりして、助けてあ
げる優しい行動をとることができた。

• 与えられた課題に対して粘り強く取り組
み、不明な点やうまくいかないことを質
問して解決し力を伸ばした。

• 日直や係の仕事を責任を持って行い、他
の児童のために一生懸命活動を行うこと
ができた。

• 学習に対しては集中して意欲的に取り組
み、休み時間には友達と校庭で元気いっ
ぱいに仲よく遊んでいた。

• 体育のリレーの学習では、相手に合図を出すこ
とでバトンパスがスムーズに行えることに気付
き、タイミングを合わせられるように工夫して
練習に取り組んでいた。

• 毎週立てている個人目標を意識して生活し、達
成できていないものは続けて翌週の目標に設定
するなど、自分の立てた目標を達成しようと粘
り強く取り組んだ。

• ７月初旬から不登校傾向になったが、市立教育
センターへの通級により、９月からは学校に登
校できるようになった。（○○市立教育センター
通級７月　通級日数 10日）
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出席停止３（インフルエンザのため）
欠席２（風邪）

欠席1（風邪）遅刻２（通院）

欠席10（風邪７、頭痛２、腹痛１）
（○○市立教育センター通級7月　通級日数10日）




